

　平成2８年８月
公益財団法人国際環境技術移転センター


アンケート調査票
◆はじめに、貴事業所についてお聞かせ下さい。
	事業所名

	
	本社/ 地域統括拠点/ 地域営業拠点/
製造所/ 研究所 (いずれかに○印)

	所在地
	〒

	資本金
	万円

	従業員数
	（全社）    　 　　　人
（貴事業所） 　　　　人

	主たる業種

（会社全体としての分類でお答え下さい。○印は 1つだけ）
	1. 製造業（機械・金属）　　　　　7. 製造業（その他）
2. 製造業（化学・石油製品）　　  8. リサイクル・廃棄物処理業
3. 製造業（食品・飲料）　　　　　9. 調査・分析・研究、専門・技術サービス業
4. 製造業（電子・電気）　　　　 10. 電気・ガス・熱供給・水道業
5. 製造業（紙・パルプ・繊維）　 11. その他（　　　　　　　　　　　　　）
6. 製造業（資材・一般消費財）　 

	主な事業概要
	

	ご 回 答 者 様
	ご所属：

	
	お役職：
	お名前：

	
	E-mailアドレス
	　　　　　　　　　　　　@

	電 話 番 号
	( 　　　) 　　　　－
	ＦＡＸ番号
	( 　　　) 　　　　－

	ホ ー ム ペ ー ジ
	http://


Q１. 貴事業所における公害防止管理の内容についてお聞かせください。(当てはまる項目に○印をお付け下さい)
	Q1-1
	貴社は「特定工場における公害防止組織の整備に関する法律」に規定する「特定工場」を有していますか？
	a) 該当する  　
b) 該当しない　→Ｑ２へ

	Q1-2
	事業所で保有している各種公害規制法により規制されている施設をお聞かせ下さい。
（複数回答可）
	a) 有害物質に係るばい煙発生施設　　　　　　　　　　　　　
b) a)以外の工場で排ガス量が1万m3/時間以上のもの　
c) 健康項目に係る汚水等排出施設
d) c)以外の工場で排出量が1千m3/日以上のもの　
e) 騒音発生施設
f) 振動発生施設で一定規模以上のもの
g) 特定粉じん施設（石綿を含有する製品の製造の用に供する解綿用機械等で一定規模以上のもの）
h) 一般粉じん施設（石綿以外の粉じんを発生する施設で一定規模以上のもの）
i) ダイオキシン類発生施設


Ｑ2. 貴事業所の公害防止管理の取組内容について、具体的にお聞かせ下さい。（別添の記載例をご参照ください。）
	Q2-1
	日常の管理について、特に注意されている施設とその管理方法には、どのようなことがありますか？
	施設）

	取組内容（記録、報告ルートなど）


	
	
	施設）

	取組内容（記録、報告ルートなど）


	Q2-2
	もし不具合や異常があった場合には、どのようにされていますか？
	施設）
	取組内容（記録、報告ルートなど）


	
	
	施設）

	取組内容（記録、報告ルートなど）



Ｑ3. 貴事業所における公害防止管理体制についてお聞かせ下さい。(当てはまる項目に○印をお付け下さい。Q3-6、Q3-7については、別添の記載例をご参照ください。)
	Q3-1
	OBの人材を活用されていますか？
	a) 活用している　　　b)　検討中　　　　c)　活用していない

	
	
	社内/社外、どちらの人材を活用されていますか？

1 社内のOB人材　　　　　　　　③　社内・社外両方
2 社外のOB人材　→（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）　　

	
	
	どのような内容について活用されていますか？（複数回答可）
1 　公害防止管理者の育成に係る技術的指導・助言
2 　特定施設の運転管理についての技術的指導・助言
3 　公害防止等に係る監査
4 　工場内の特定施設等の改修や更新、レイアウト等
5  特定施設の運転管理や、測定・記録等に係るマンパワーとして
6  その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q3-2
	公害防止等について外部監査の体制は整備されていますか？
	a) 整備している　　　　　b)　整備していない

	Q3-3
	公害防止管理の業務を外部委託されていますか？
	a) 委託している　　b)　一部委託している　　c)　委託していない


	
	
	　どの業務ですか？（複数回答可）
a) サンプリング　　　　　d)　公害防止管理者への助言･指導
b) 測定・分析　　　　　　e)　研修・教育
c) 特定施設の維持管理　　f)  その他（具体的に：　　　　　　　　）　　　　　　　

	Q3-4
	公害防止関連で、日ごろの自治体とのコミュニケーションとしてどのような方法をとられていますか？（複数回答可）
	a) 自治体が行う説明会等に参加している
b) 自治体からの通知を受けたりする
c) 自治体に相談しに行くことがある
d) 届出・報告・立入検査の受検・指導を受ける以外では特にコミュニケーションは取っていない
e) 　その他（具体的に:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	Q3-5
	公害防止関連で、日ごろ周辺住民への情報提供やコミュニケーションを行っておられますか？また、その方法をお聞かせください。（複数回答可）

	a) 公害防止協定等に基づく定例会議
b) 地域住民との連絡協議会等
c) 工場見学や会社開放イベント等
d) 地区の代表者会議への出席
e) ホームページや環境報告書などでの情報公開
f) その他　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
g) 特にしていない

	Q3-6
	公害防止管理者体制の維持について、独自の工夫などで、効果を挙げた、または効率的にできていることがあればお聞かせください。
	（具体的に記述してください）


	Q3-7
	貴事業所として、公害防止管理の上で注意すべき点について、留意している点があればお聞かせください。
	（具体的に記述してください）



Ｑ4. 貴事業所において、一方、公害防止・環境管理に留意はしていたものの、起こしてしまった事故や失敗、または「ヒヤリ・ハット」したこと、苦情を受けてしまったことなどがもしもこれまでにございましたら、それぞれについてどのように対応され、状況を改善・克服されたかお聞かせいただけますか？（事例の枠は適宜増やして下さい。）
	Ｑ４-1
	起こしてしまった事例
（当てはまるものに○印をお付け下さい）
	a) 失敗や事故があった　　　　　　　
b) 「ヒヤリ・ハット」したことがあった
c) 苦情を受けたことがあった
d) これまで特に起きたことはない　→Q5へ

	Ｑ４-2
	内容（いつ、どの施設で、どんなことがあった、会社としてどんな損失を招いた など）を可能な範囲でお聞かせください
	

	Ｑ４-3
	上記について行われた対応・改善・克服方法をお聞かせください
（当てはまるものに○印をお付け下さい。複数回答可）
	a) 社内の法令遵守の意識の強化
b) 測定データの取扱い強化
c) 報告に関する重要性の意識の強化
d) 公害防止管理者の適性配置
e) 公害防止管理者の社内における権限強化
f) 社内のコミュニケーション改善・強化
g) 社外（近隣自治体、住民）とのコミュニケーション改善・強化
h) 社内のチェック体制の強化
i) 社外からのチェック体制の強化
j) その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


Ｑ5. より詳細な内容をお聞かせいただくため、このアンケート調査にご協力いただきました企業様に、調査実施機関よりヒアリング調査をお願いすることがございます。ヒアリング調査へのご協力可否についてお聞かせ下さい。（当てはまる記号に○印をお付け下さい。）
	a) 協力可
□調査員による貴社訪問　　　　□ 電話での問合せ程度ならよい　　　　　□ メールでの問合せ程度ならよい
b) 協力不可

（理由：　　　　　　　                                          　　　　　　　　　　　　）　


Ｑ６. アンケート調査結果は、基本的に社名は匿名として扱いますが、もしも貴社名を公表してもよろしいかどうかご意向をお聞かせ下さい。（当てはまる記号に○印をお付け下さい。）
	a) 社名を公表しても構わない　　　　　　　　　　　c)　判断に時間を要すため今は回答できない
b) 匿名を希望


以上でアンケートは終了です。ご多忙中のところをご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
アンケート調査票（記載例）
Ｑ2. 貴事業所の公害防止管理の取組内容について、具体的にお聞かせ下さい。
	Q2-1
	日常の管理について、特に注意されている施設とその管理方法には、どのようなことがありますか？
	記載例1：
施設）
曝気槽
	取組内容（記録、報告ルートなど）
目標の数値、状態をカードにして施設前に貼付してあり、記録時にダブルチェックする。

	Q2-2
	もし不具合や異常があった場合には、どのようにされていますか？
	記載例：
施設）
ばい煙発生施設
	取組内容（記録、報告ルートなど）
○○の取付箇所の異常に気付いた場合、状況を○分以内に○○に○○で報告。上司が○○かどうかを判断し、それによって現場確認を追加で行うなど対応策を○通り組んでいる。


Ｑ3. 貴事業所における公害防止管理体制についてお聞かせ下さい。(当てはまる項目に○印をお付け下さい。)
	Q3-6
	公害防止管理者体制の維持について、独自の工夫などで、効果を挙げた、または効率的にできていることがあればお聞かせください。
	（具体的に記述してください）
記載例：
工夫→○○処理系統については、○年目の○○と○年目の○○がペアを組んで管理することとしている。
効果→マニュアルには表しきれない○○のノウハウをベテランから直接伝授してもらうことで、○○の心配が軽減された。

	Q3-7
	貴事業所として、公害防止管理の上で注意すべき点について、何かあればお聞かせください。
	（具体的に記述してください）
記載例１：
ヒヤリ・ハットの事例や危険な場所・作業に係る情報を収集し、環境事故リスクを洗い出し、未然防止対策や想定訓練を実施している。ヒヤリ・ハット事例や環境自己リスクなどの情報は、社員へのメーリングリストで、週○回流している。

	
	
	記載例２：
法改正があった場合、それへの対応のため社内では○○などの勉強を行っているが、○○の点が難しい。


公害防止管理への取組に関するおたずね





◆ご協力のお願いについて


本調査は、経済産業省からの請負事業として実施するものです。本調査票は、これまでに経済産業省・中小企業庁や各県等により表彰歴等をお持ちの事業者様を対象にお送りしております。


経済産業省では、平成27年度に、我が国の事業者様における公害防止管理の在り方に関する調査を実施しました。その結果、事業者様の公害防止管理体制について、ノウハウ・技術等の継承、人材育成、及び中小企業様における効果的・効率的な環境マネージメント体制の強化が課題であることが分かりました。


これを受けて今年度は、各事業者様の現場における公害防止管理の取組に関して、上記の観点から実践的な事例を収集し、事例集として取りまとめ、全国に普及・広報するためのセミナーの実施を計画しております。


つきましては、事業者様の公害防止管理の取組の上で、工夫されている点やご苦労された点などについて、おたずねしたいと考えております。特に、以前「ヒヤリ・ハット」した事柄についても、その後の工夫により改善された例などがございましたら是非お聞かせください。


貴社におかれましては本調査の主旨をご理解いただき、ご多忙のところ恐縮ではございますが、ご協力下さいますようよろしくお願い申し上げます。





◆お答えいただいた情報の取扱い


本アンケート調査は、モデル事例を収集させていただく目的で実施致しております。お寄せいただいたご回答の中から、是非もう少し詳細をお聞かせ頂きたい場合に、調査実施機関より後日ヒアリングのお願いをさせていただく場合がございますので、併せてご協力くださいますようお願い申し上げます。


なお、調査でお答えいただいた内容は、基本的には全て統計処理をし、集計の上、結果を公表致しますので、許諾をいただいていない個別情報は一切特定されません。


また、個別情報は情報保護の観点から厳重に管理致します。





◆回答方法


本アンケート調査票の回答欄に直接ご記入いただくかご入力いただき、９月２日（金）までに、以下のいずれかの方法でご回答お願い申し上げます。


１．郵送：同封の返信用封筒に封入の上、ご投函ください(切手は不要)。


２．FAX：059-329-8115まで、ご送信ください。


３．E-mail：� HYPERLINK "mailto:maki@icett.or.jp" �maki@icett.or.jp� 宛の電子メールにご回答票（PDFまたはWord）を添付してご送信ください。


本調査票のWord版は、調査実施機関（ICETT）ホームページからダウンロードが可能です。


調査実施機関（ICETT）ホームページアドレス：http://www.icett.or.jp/ の「新着情報」からダウンロードをお願いします。





【ご返信及びお問い合わせ先】（調査実施機関）


公益財団法人 国際環境技術移転センター（略称「ICETT（アイセット）」）


                           	　 （担当：田村、南川）


〒512-1211 三重県四日市市桜町3684番地の11


TEL：059-329-3500 FAX：059-329-8115


E-mail：maki@icett.or.jp


【本調査の主旨に関するお問い合わせ】


経済産業省産業技術環境局 環境指導室　（担当：杉浦、瀬野）


〒100-8901 東京都千代田区霞が関1丁目3番1号


TEL：03-3501-4665 FAX：03-3580-6329























ご回答期日：９月２日（金）
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